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１．平成16年度「国保資格確認サービス」事業の概要

＜国保資格確認サービスのイメージ図＞

期間限定の実証事業において、
運用面の変更による被保険者の混乱や医療機関の負担を軽減

システム開発コストの削減、今後の広域利用を考慮

資格過誤による返戻業務等の作業・コストの負担を削減

記入ミス・記入漏れの防止による作業の効率化

＜目的 ・ねらい＞

高知県のほとんどの市町村は国民健康保険の事務処理を高知県国保連合会に委託しており、レセプト処理の際に医療機関からのレセプト

内容と各市町村からの国保資格情報のチェックを行い、両者の内容に相違がある場合は、国保連合会から各機関に照会の上で修正を行っ

ています。こういった状況において、昨年度 高知県本山町及び香北町で「国保資格確認サービス」を実施しました。
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ＩＣカード標準システム
サーバ

 

連携

住基カードと国保被保険者証は一体化せず、併用

共同利用型のシステムを構築（本山町・香北町）

医療機関で最新の国保資格情報による資格確認を実施
（住基カードを利用し、オンラインかつリアルタイムで処理）

国保資格情報をレセプト電算処理システムに自動的に反映

＜国保資格確認サービスの主な取組み＞
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２．「国保資格確認サービス」事業実施後の課題について

事業の実施により住基カードの普及率は本山町０．０７％→４．２％、香北町０．２１％→１．５％と増加しましたが、関係者へのアンケートや

ヒアリング等により多くの課題が得られました。

医療機関における資格確認業務が効率化しても、
住民はメリットが実感できない

患者には隣接市町村の住民も含まれる

県下全域の医療機関など

広域での利用ができること

国保以外の資格確認業務も多い

住基カードと国保被保険者証の両方を持参する必要があり、
かえって面倒である

＜国保資格確認サービスの課題＞ ＜対応案＞

中山間地域では住民異動がほとんどなく、返戻処理の業務量
が元々少ないため、サービスの効果を実感しづらい

住基カードと国保被保険者証を一体化すること
（券面印刷）

国保以外の公的医療資格にも幅広く対応すること

（社保、老人医療、介護保険 等）

町外の医療機関でも同様なサービスが利用できないと不便

医療機関

受付業務がかえって煩雑になる

住民
サービス内容の充実化を図ること

（診察券としての利用、料金支払い機能等）

⇒例えば、住基カードの裏面に国保被保険者証の券面を印刷

・国保加入率が高い
・他保険への異動が少ない
・医療機関の利用機会が多い

高齢層（60歳以上）に限定し、
試行的に実施するなど
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３．今年度の取り組み方向性について

１．住基カードの

共同委託発行を実現

住基カードの発行主体である
市町村の負担を軽減

住基カードを活用した
住民サービスの提供に取組む

市町村の拡大

住基カードの普及

サービスの広域利用が実現

２．共同利用型の

サービス提供基盤

を整備

３．サービスの充実化

－住基カードの価値向上－

＜今後の展開＞ ＜効 果＞
市町村市町村

①住基カード
の申請

⑦交付

⑤多目的利用
サービスの登録

共同発行ｾﾝ
ﾀｰ

共同発行ｾﾝ
ﾀｰ

③発行情報
の送付

⑥住基カード
の送付

④住基カード
の発行 ②発行情報の作成

住基カード住基カード

住民住民

＜住基カードの共同委託発行の流れ＞

高知県本山町が平成17年度「ICカード標準システムの実証実験事業」にて実施予定

＜ 住基カードの共同委託発行と共同利用型のサービス提供基盤のイメージ ＞

共同利用ｾﾝﾀｰ共同利用ｾﾝﾀｰ

本山町

各種サービス
システム

共同発行ｾﾝﾀｰ共同発行ｾﾝﾀｰ

香北町

住基カードの発行

多目的利用サービスの登録

各システム
の共同利用

ＩＣカード標準
システム

昨年度の事業結果やＩＣカード普及促進ＷＧ（高知県電子自治体推進協議会に設置）の検討結果などから、カードの普及には少なくても県単位での

広域利用と市町村負担（財政負担・職員負担）を軽減するための共同利用の仕組みづくりが必要であると考え、これらを睨んでの事業推進を図っていく

ことにしています。
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４．住基カード普及に向けた課題について

１．カード普及推進体制について

２．市町村の負担について

３．利用者から見た課題について

・「制度の維持・提供」と「普及」を違った部署で所管しようとする体制に課題がある

・多目的利用に関する相談窓口（ヘルプデスク等）の設置

・システムの導入・運用・保守管理に関する負担

・住基カードの即時発行対応

・一番には個人情報の保護に漠然とした不安がある

（利用面からは）

・１つのカードを多目的に利用したいが、市町村の取り組みにも差がある

・少なくても県域での広域利用が必要
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